
 

【主催事業】 

アートパーク５－こどものじかん－ 

日 時：平成２４年７月１日（日） １０：００～１５：００ 
会 場：松戸市中央公園 

主 催：生涯学習研究所、児童学研究所 

共 催：児童学部児童学科、人文学部生涯教育文化学科 

後 援：松戸市、松戸市教育委員会 

協 力：松戸子育てさぽーとハーモニー、まちづクリエイディブ、アトリエミルクル、 

ＫＥＹＡＫＩＤＳ、クリエイティブ松戸工房 

参加対象：幼児、小学生 

内 容：子ども向けワークショップ 

参加者：６８２名 

スタッフ１０５名（教員９名、学生７７名、地域団体・ボランティア１９名） 
 
 
 聖徳大学生涯学習研究所は聖徳大学児童学研究所と合同で、公園を使った子どものワークショップ

「アートパーク５―こどものじかん―」を、７月１日（日）に松戸中央公園で開催しました。 

 通算５回目となる今年は、聖徳大学児童学科の学生が中心となり、「松戸子育てさぽーとハーモニー」

「まちづクリエイティブ」「アトリエミルクル」「ＫＥＹＡＫＩＤＳ」「クリエイティブまつど工房」と

いった地域で活躍する子育て、芸術団体にご協力をいただいて実施しました。 

 

 公園でアートと触れ合うワークショップは「ぐるっとタワー」「おやすみどころ」「こどもトンネル」

「ハンド・ランド」「ふみふみはんが」「しゃぼん玉研究所」「こねてみないか？どろどろどろどろどろ

りんちょ」「ぶらさげルンルン」と、個性的なタイトルを冠した企画を用意しました。 

 どのワークショップも好評で、あいにくの曇天にもかかわらず、６８２名の親子が参加してくれまし

た。 

 来場した父兄の一人は「毎年参加しているが、今年は公園自体を効果的に利用していて、遊びがダイ

ナミックになった気がする。来年も楽しみ」と話してくださいました。 

 

 


